
　　　い　わ　き　市　教　育　委　員　会

　　　　住所　（現在居住しているところ）

　　　　　　　  （住民登録のあるところ）

　　　　申請者（保護者）氏名 電話番号

　指定小学校名 小学校

フリガナ ☑男

□女

フリガナ ☑男

□女

【世帯等の構成欄】住民票の世帯が別であっても現在同居している方全員記入してください。

また、生計は同一であるが、単身赴任等により住家を別にしている方も記入してください。

年齢 続柄 雇用形態

勤務先
又は

学校名

同居
有無

☑正規

□非正規

□無

□正規

□非正規

☑無

□正規

□非正規

☑無

□正規

□非正規

□無

□正規

□非正規

□無

□正規

□非正規

□無

□正規

□非正規

□無

【振込口座】必ず申請者名義の口座を記入し、通帳やキャッシュカードの写しなど金融機関名・支店名・預金種目・口座番号・

口座名義が確認できる書類を添付してください。

私は、いわき市から口座振替払いにて受領する「入学準備金」について、下記の指定口座に振込みされるよう依頼します。

※ 上記の口座情報は，認定された場合に入学準備金の支給事務に関してのみ使用します。

【注意点】

⒈　この申請書は就学援助費【入学準備金】の受給判定に使用しますので、該当する箇所はすべて正確に記載してください。

⒉　「入学準備金」支給後に、市外への転出や私立学校等へ入学された場合は、返還していただくことになります。

⒊　申請内容に虚偽があった場合、書類を受け取ることができないほか、認定後に発覚した場合には認定の取り消し、既に

支給した「入学準備金」を返還することとなりますのでご注意ください。

⒋　裏面の同意書兼誓約書に署名してください。

氏　　名

H2・8・8 34

父

性別

　令和７年度　就学援助費（入学準備金）支給申請書（兼口座振替依頼書・同意書・誓約書）

年齢続柄

　２２　－　２２２２　

ドウネ　イチロウ
長男

堂根　太郎

ドウネ　ハナ

㈱梅本

☑有

□無

令和８年１月１日　現在

幼稚園、保育所等名

無

無

無

堂根　町子

・　　・

63

・　　・

・　　・

母

新小学１年生用（様式１-１）

68S31・7・21

病気・療養の有

無　病名・期間

いわき市立　　　堂根

　フリガナ

　氏　名

生年月日

収入額
（給与等・年金・

恩給・労災含等）

6

　　いわき市平字堂根町4番地の８

申

請

児

童

（
令

和

八

年

度

小

学

一

年

生

と

な

る

者

） 堂根　二郎

堂根　一郎

本

人

ドウネ　ジロウ

令和7年12月20日

　　同上

堂根　町子

月額

　　　　　　　　　　　　円

☑有

□無

☑有

□無

S36・2・13

次男

月額

　　　　　　　　　　　　円

　　　　幼稚園
梅本 　　　　　　　　保育所（園）

□有
□無

H31・4・1 6
　　　　幼稚園

梅本 　　　　　　　　保育所（園）

H31・4・1

月額

　　　　　　　　　　　　円

（注）住民登録地に基づき指定された学区の小学校（令和　年１月１日現在）

世

帯

等

の

構

成
※

同

居

等

の

方

は

全

員

記

入

（
申

請

児

童

を

除

く

）

　　 生年月日

□有
□無

□有
□無

月額

　　　　　　　　　　　　円

□有
□無

月額

　　　　　80,000　円

月額

　　　　　　　　　　　　円

・　　・

月額

　　　　　　　　　　　　円

ドウネ　タロウ

堂根　ハナ

ドウネ　マチコ

（注）

金融機関名 支店名

預金種目

普通

金融機関コード 店番号

口座名義（カタカナで記入）口 座 番 号

振

込

先

指

定

口

座

銀行・信用金庫

信用組合　・　農協

いずれかに〇

学校に提出する日

学校名を記入

申請者からみた続柄を記入

申請年月日（右上の年月日）時点の
年齢を記入

この世帯の場合、この３名の方の
所得が確認できる書類が必要です。

申
請
者
と
振
込
先
指
定
口
座
の
名
義
は
必
ず
一
致
さ
せ
て
く
だ
さ
い

磐城 １ ２ ３ ４ 平支店

※口座情報の記入について
は、認定後の支払事務を円
滑に行なうために記入いた
だくものです。
そのため、必ずしも認定を
前提にしたものではないこと
をご理解下さい。

ゆうちょ銀行の場合
「記号」及び「8桁の口座番
号」を記入するのではなく、
他銀行からの振込み用口座
を記入して下さい。

ドウネ マチコ１ ２ ３ ４ ５ ６ ７

生計が別でも同居してい
る方はすべて記入

【世帯全体の状況】  　この調査は、「入学準備金」の受給認定のためだけに行うことを申し添えます

　次の項目で該当するもの一つを○で囲んでください。

⑴　　生活保護の廃止措置を受けている。

⑵　　母子・父子家庭又は障害者で、前年の所得が135万円以下で市民税が非課税である。

⑶　　特別の事情（震災・台風を除く）によって市民税の減免を受けている。

⑷  　特別の事情（震災・台風を除く）によって個人事業税の減免を受けている。

⑸  　特別の事情（震災・台風を除く）によって固定資産税の減免を受けている。

⑹  　国民年金の掛金の減免、国民健康保険の保険税の免除又は徴収の猶予が認められている。

⑺　　児童扶養手当の支給を受けている。

⑻　　生活福祉資金の貸付決定を受けた。

⑼　　職業安定所登録の日雇労働者である。

⑽　　上記（１）～（9）には該当しないが、その他特別な理由で経済的に子供を就学させるのが困難。

　※　家庭の状況等、今回、申請に至った経緯を記載してください。

　 この申請書に記入いただいた情報及び添付書類は、申請内容の審査以外の目的では利用いたしません。

①　 私は、就学援助受給資格確認のため、いわき市教育委員会が、申請者及び就学援助費申請

②　 私は、「入学準備金」受給後、他市へ転出またはいわき市立以外の小学校に入学した場合には、

必要に応じていわき市教育委員会が他市町村と「入学準備金」の支給情報の受渡しをすること

③　 私は、「入学準備金」受給後、他市へ転出またはいわき市立以外の小学校に入学したこと等に伴

い、いわき市教育委員会から「入学準備金」の返還を求められた場合には、指定された返還方法

申請者（保護者）氏名 堂根　町子

に同意します。

により遅滞なく返還することを誓約します。

児童と生計を同一とするものに係る住民登録情報の閲覧を行うことに同意します。

同　意　書　兼　誓　約　書

例）離婚に伴い母子家庭となりましたが、養育費は一切受け取ることができず、収入も低いため、生

活が厳しい状況です。同居している両親も高齢で働くことができず、私一人の収入と両親の年金で

は子ども達のこれからの養育費の支払いが困難な状況であることから、就学援助を申請いたします。

申
 
 

請
 
 

理
 
 

由
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